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(57)【要約】
【課題】かご操作盤の行き先階釦と建造物の各階床との
対応関係を、エレベータの据付時に設定できるエレベー
タのかご操作盤設定装置を提供する。
【解決手段】実施形態のエレベータ１０１のかご操作盤
設定装置１００は乗りかご１０３の階床１１０間の昇降
動作を制御する主制御装置１と主制御装置１に接続され
かつ乗りかご１０３に設けられたかご操作盤１０を備え
ている。主制御装置１は設定開始部１７と設定階床決定
部１８と登録処理部１９とを備える。設定開始部１７は
行き先階設定命令を受信すると行き先階設定モードを実
行する。設定階床決定部１８は設定開始部１７が行き先
階設定モードを実行すると乗りかご１０３を複数の階床
に順に停止させて乗りかご１０３の開閉ドアを戸開させ
る。登録処理部１９は各階床１１０での停止中に複数の
行き先階釦２５のうちの押下された行き先階釦２５を停
止中の階床１１０を行き先階とする釦として設定する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エレベータの乗りかごの階床間の昇降動作を制御する主制御装置と、
　前記主制御装置に接続されかつ前記乗りかごに設けられたかご操作盤と、を備えたエレ
ベータのかご操作盤設定装置において、
　前記主制御装置は、
　前記かご操作盤の複数の行き先階釦の行き先階を設定するための行き先階設定命令を受
信すると行き先階設定モードを実行する設定開始部と、
　前記設定開始部が前記行き先階設定モードを実行すると、前記乗りかごを前記複数の階
床に順に停止させて前記乗りかごの開閉ドアを戸開させる設定階床決定部と、
　各階床での停止中に前記複数の行き先階釦のうちの押下された行き先階釦を、当該停止
中の階床を行き先階とする釦として設定する登録処理部と、
　を備えることを特徴とする、
　エレベータのかご操作盤設定装置。
【請求項２】
　前記乗りかご内には、前記かご操作盤と前記開閉ドアが複数設けられており、
　前記設定階床決定部は、前記乗りかごを少なくとも一の階床に停止させると前記乗りか
ごの複数の開閉ドアを順に戸開させ、
　前記登録処理部は、各階床での停止中に前記押下された行き先階釦を、停止中の階床を
行き先階とし、戸開中の前記開閉ドア側に対応する釦として設定することを特徴とする、
　請求項１記載のエレベータのかご操作盤設定装置。
【請求項３】
　前記乗りかご内に設けられた前記かご操作盤には、同一階床を前記行き先階とする一以
上の前記行き先階釦が設けられ、
　前記登録処理部は、各階床での停止中に異なる態様で押下された一以上の行き先階釦を
、異なる態様毎に区別して停止中の階床を行き先階とする釦として設定することを特徴と
する、
　請求項１記載のエレベータのかご操作盤設定装置。
【請求項４】
　前記主制御装置は、
　各階床での停止中に前記一の行き先階釦が押下された際に、他の行き先階釦が当該停止
中の階床を行き先階とする釦として前記登録処理部により既に設定されていると、既に設
定されている前記他の行き先階釦の設定を解除し、
　各階床での停止中に前記押下された行き先階釦が、他の階床を行き先階とする釦として
既に前記登録処理部により設定されていると、既に設定されている前記他の階床の設定を
解除する設定確認変更部を備えることを特徴とする、
　請求項１記載のエレベータのかご操作盤設定装置。
【請求項５】
　前記主制御装置は、
　前記かご操作盤から前記行き先階設定モードを中断する行き先階設定中断命令を受信す
ると行き先階設定モードを中断する中断処理部を備えることを特徴とする、
　請求項１から請求項４のうちいずれか一項に記載のエレベータのかご操作盤設定装置。
【請求項６】
　前記主制御装置は、
　前記設定開始部が前記行き先階設定モードを実行した際に、一以上の前記行き先階釦の
前記行き先階が既に設定されていると、前記設定階床決定部が、前記乗りかごを前記複数
の階床のうち未設定の階床に順に停止させて前記乗りかごの開閉ドアを戸開させ、前記登
録処理部が、各階床での停止中に前記複数の行き先階釦のうちの押下された行き先階釦を
、当該停止中の階床を行き先階とする釦として設定するとともに、
　再設定命令を受信すると、全ての行き先階釦の行き先階の設定を解除することを特徴と
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する、
　請求項５記載のエレベータのかご操作盤設定装置。
【請求項７】
　前記設定階床決定部は、前記乗りかごを前記複数の階床に順に停止させて前記乗りかご
の開閉ドアを戸開させると、変換テーブル内の停止中の階床のメモリアドレスを登録先と
して指定し、
　前記登録処理部は、各階床での停止中に前記複数の行き先階釦のうちの押下された行き
先階釦の入出力ポートアドレスを、前記指定したメモリアドレスに登録する、
　請求項１から請求項６のうちいずれか一項に記載のエレベータのかご操作盤設定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、エレベータのかご操作盤設定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、エレベータは、乗りかご内に設けられたかご操作盤の各階床に対応した行き先階
釦の操作による行き先階登録などに基づいて、乗客などを建造物の所望の階床に運搬する
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特公平０８－２５６９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、従来技術においては、かご操作盤の行き先階釦と建造物の各階床との対応関
係を、エレベータの建造物の昇降路などへの据付時に設定できることが望まれている。
【０００５】
　したがって、本発明が解決しようとする課題は、かご操作盤の行き先階釦と建造物の各
階床との対応関係を、エレベータの建造物の昇降路などへの据付時に設定できることを可
能とするエレベータのかご操作盤設定装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　実施形態のエレベータのかご操作盤設定装置は、エレベータの乗りかごの階床間の昇降
動作を制御する主制御装置と、主制御装置に接続されかつ乗りかごに設けられたかご操作
盤を備えている。主制御装置は、設定開始部と、設定階床決定部と、登録処理部とを備え
る。設定開始部は、行き先階設定命令を受信すると行き先階設定モードを実行する。設定
階床決定部は、設定開始部が行き先階設定モードを実行すると乗りかごを複数の階床に順
に停止させて、乗りかごの開閉ドアを戸開させる。登録処理部は、各階床での乗りかごの
停止中に複数の行き先階釦のうちの押下された行き先階釦を、停止中の階床を行き先階と
する釦として設定する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、第１の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置が設けられるエ
レベータの全体の構成を模式的に示す正面図である。
【図２】図２は、第１の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の構成を示すブ
ロック図である。
【図３】図３は、第１の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階設定
モードの一例を示すフローチャートである。
【図４】図４は、第１の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階設定
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モードにより設定される変換テーブルの一例を示す説明図である。
【図５】図５は、第１の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の変換テーブル
の設定時の一例を示すフローチャートである。
【図６】図６は、第１の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の通常運転モー
ドの一例を示すフローチャートである。
【図７】図７は、第２の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の構成を示すブ
ロック図である。
【図８】図８は、第２の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階設定
モードにより設定される変換テーブルの一例を示す説明図である。
【図９】図９は、第２の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階設定
モードの一例を示すフローチャートである。
【図１０】図１０は、第３の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階
設定モードにより設定される変換テーブルの一例を示す説明図である。
【図１１】図１１は、第３の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の構成を示
すブロック図である。
【図１２】図１２は、第３の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階
設定モードの要部を示すフローチャートである。
【図１３】図１３は、第３の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階
設定モードにより設定される変換テーブルの他の例を示す説明図である。
【図１４】図１４は、第４の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の構成を示
すブロック図である。
【図１５】図１５は、第４の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階
設定モードの一例を示すフローチャートである。
【図１６】図１６は、第４の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階
設定モードの競合時処理の一例を示すフローチャートである。
【図１７】図１７は、第４の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階
設定モードの競合時処理の動作の一例を示す図である。
【図１８】図１８は、第４の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階
設定モードの競合時処理の動作の他の例を示す図である。
【図１９】図１９は、第４の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階
設定モードの競合時処理の動作の更に他の例を示す図である。
【図２０】図２０は、第５の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の構成を示
すブロック図である。
【図２１】図２１は、第５の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階
設定モードの一例を示すフローチャートである。
【図２２】図２２は、第６の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の構成を示
すブロック図である。
【図２３】図２３は、第６の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階
設定モードの一例を示すフローチャートである。
【図２４】図２４は、第６の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階
設定モードのアドレス再設定処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
［第１の実施形態］
　本発明の第１の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置を図面に基いて説明す
る。図１は、第１の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置が設けられるエレベ
ータの全体の構成を模式的に示す正面図、図２は、第１の実施形態に係るエレベータのか
ご操作盤設定装置の構成を示すブロック図、図３は、第１の実施形態に係るエレベータの
かご操作盤設定装置の行き先階設定モードの一例を示すフローチャート、図４は、第１の
実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階設定モードにより設定される
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変換テーブルの一例を示す説明図、図５は、第１の実施形態に係るエレベータのかご操作
盤設定装置の変換テーブルの設定時の一例を示すフローチャート、図６は、第１の実施形
態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の通常運転モードの一例を示すフローチャート
である。
【０００９】
　第１の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置１００（図１、図２に示し、以
下、単に設定装置と記す）は、図１に示されたエレベータ１０１を構成する。エレベータ
１０１は、建造物（建築物ともいう）の昇降路内に設置されて、乗りかご１０３内のかご
操作盤１０（図２に示す）の各階に対応した行き先階釦２５の操作による行き先階登録及
び各階床１１０に設けられた乗り場操作盤１１（図１に示す）の呼び釦５０の操作による
呼び登録に基づいて乗客などを建造物の所望の階床１１０に運搬する。
【００１０】
　エレベータ１０１は、図１に示すように、一対のかご用ガイドレール１０２と、乗りか
ご１０３と、カウンタウェイト１０４と、一対のウェイト用ガイドレール１０５と、メイ
ンロープ１０６と、駆動機構１０７と、コンペンセーション装置１０８と、非常停止装置
１０９と、設定装置１００などを備えている。
【００１１】
　一対のかご用ガイドレール１０２は、鉛直方向と平行に昇降路内に設けられて、乗りか
ご１０３を鉛直方向に昇降自在に支持している。乗りかご１０３は、かご枠１１１と、乗
客を収容するかご室１１２とを備えている。かご枠１１１は、一対のかご用ガイドレール
１０２間に位置することのできる大きさの枠状に形成されている。かご室１１２は、箱状
に形成されて、内側に乗客などを収容可能である。かご室１１２には、乗客を出入り自在
とする開閉ドア１１３が一以上設けられている。
【００１２】
　一対のウェイト用ガイドレール１０５は、鉛直方向と平行に昇降路内に設けられて、カ
ウンタウェイト１０４を鉛直方向に移動自在に支持している。メインロープ１０６は、一
端部に乗りかご１０３が固定され、かつ他端部にカウンタウェイト１０４が固定されてい
る。メインロープ１０６は、駆動機構１０７の駆動シーブ１１４に掛渡されて、乗りかご
１０３とカウンタウェイト１０４とが互いに上下反対方向に昇降するように設けられてい
る。即ち、エレベータ１０１は、所謂、つるべ式のエレベータとなっている。このように
、メインロープ１０６は、巻き上げ機により移動されることで、乗りかご１０３とカウン
タウェイト１０４とを釣瓶式に昇降させる。
【００１３】
　駆動機構１０７は、図１に示すように、例えば、昇降路の上部に設けられた機械室又は
昇降路内の上部などに設けられ、周知の巻き上げ機と、メインロープ１０６が掛け渡され
て巻き上げ機により回転駆動される駆動シーブ１１４などを備えている。駆動機構１０７
は、巻き上げ機が駆動シーブ１１４を回転駆動することにより、メインロープ１０６を昇
降路内で移動させて、乗りかご１０３とカウンタウェイト１０４を昇降させる。
【００１４】
　コンペンセーション装置１０８は、一端が乗りかご１０３に取り付けられ他端がカウン
タウェイト１０４に取り付けられたコンペンロープ１１５と、このコンペンロープ１１５
に掛けられたコンペンシーブ１１６を備えている。コンペンセーション装置１０８は、昇
降中の乗りかご１０３やカウンタウェイト１０４の振動を抑制するとともに、乗りかご１
０３とカウンタウェイト１０４が昇降路内を昇降する際のメインロープ１０６の重量を相
殺する。
【００１５】
　非常停止装置１０９は、図１に示すように、乗りかご１０３の底面に取り付けられ、乗
りかご１０３が予め定められた所定の速度よりも高速で降下すると、かご用ガイドレール
１０２に対して乗りかご１０３を停止させる。
【００１６】
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　設定装置１００は、図２に示すように、乗りかご１０３内に設けられたかご操作盤１０
と、前述した機械室又は昇降路内の上部などに設けられた主制御装置１などを備えている
。
【００１７】
　かご操作盤１０は、主制御装置１に接続されている。かご操作盤１０には、乗客により
押下される複数の行き先階釦２５、戸開釦２６及び戸閉釦２７が設けられている。行き先
階釦２５は、行き先階を登録するために押下される。戸開釦２６は、開閉ドア１１３を戸
開させるために押下される。戸閉釦２７は、開閉ドア１１３を戸閉させるために押下され
る。かご操作盤１０には、かご制御装置９が接続している。
【００１８】
　かご制御装置９は、図示しないＲＡＭ、ＲＯＭ、ＣＰＵなどを備えた演算装置である。
かご制御装置９は、図２に示すように、入出力回路２４と、信号変換部２３と、送受信部
２２とを備えている。入出力回路２４は、行き先階釦２５、戸開釦２６及び戸閉釦２７に
接続して、押下された釦２５，２６，２７から釦オン信号を受信する。信号変換部２３は
、入出力回路２４が受信した釦オン信号をシリアル伝送信号に変換する。送受信部２２は
、乗りかご１０３と主制御装置１に接続したテールコード１１７に設けられたシリアル伝
送ライン８を介して主制御装置１と送受信する。信号変換部２３で変換されたシリアル伝
送信号は、送受信部２２からシリアル伝送ライン８を介して主制御装置１へ送信される。
【００１９】
　主制御装置１は、乗りかご１０３の階床１１０間の昇降動作を制御するものである。主
制御装置１は、図示しないＲＡＭ、ＲＯＭ、ＣＰＵなどを備えた演算装置である。主制御
装置１には、図１に示すように、乗りかご１０３に一端が取り付けられたテールコード１
１７が接続している。テールコード１１７は、動力線や伝送線を束ねたコードであり、乗
りかご１０３内のかご制御装置９と主制御装置１とを接続している。
【００２０】
　主制御装置１は、かご操作盤１０の行き先階釦２５、戸開釦２６及び戸閉釦２７や、各
階床１１０に設けられた乗り場操作盤１１の呼び釦５０、駆動機構１０７などとも接続し
て、エレベータ１０１全体の制御をつかさどる。主制御装置１は、図２に示すように、シ
リアル伝送信号の送受信を行う送受信部７と、伝送制御部３と、アドレス設定処理部４と
、巻き上げ機と開閉ドア１１３などの制御を行う駆動制御部５と、エレベータ１０１毎の
設計情報を記録している設計情報格納部６と、主制御装置１内でデータの中継を担うデー
タ入出力制御部２を備えている。
【００２１】
　送受信部７は、かご制御装置９及び乗り場操作盤１１と前述したシリアル伝送信号の送
受信を行う。送受信部７は、受信したシリアル伝送信号を伝送制御部３のデータ変換部１
５に送信する。
【００２２】
　伝送制御部３は、行き先階釦２５、戸開釦２６及び戸閉釦２７や呼び釦５０の押下操作
とおりに乗りかご１０３を昇降路内で昇降させるエレベータ１０１の通常運転モード時に
エレベータ１０１全体の制御を司るものである。伝送制御部３は、伝送形式の変換や処理
を行ってからデータ入出力制御部２へデータを送信するとともに、伝送信号を外部へ出力
する際には送信用に伝送形式を変換する。伝送制御部３は、データ変換部１５と、通常伝
送処理部１３と、釦点灯・消灯制御部１４と、を備えている。データ変換部１５は、送受
信部７から送信されたシリアル伝送信号を受信する。データ変換部１５は、通常運転モー
ド時に通常伝送処理部１３にシリアル伝送信号を送信する。通常伝送処理部１３は、受信
した情報の処理を行い、データ入出力制御部２へかご呼び信号などのデータを送信する。
釦点灯・消灯制御部１４は、かご制御装置９に釦２５，２６，２７の点灯制御信号を送受
信部７を介して送信する。
【００２３】
　アドレス設定処理部４は、行き先階設定モード時に、かご操作盤１０の複数の行き先階
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釦２５と、エレベータ１０１が設けられた建造物において行き先階となる階床１１０との
１対１の対応を設定して、複数の行き先階釦２５の行き先階を設定するものである。アド
レス設定処理部４は、図２に示すように、伝送モード判定部２１と、設定開始部１７と、
設定階床決定部１８と、登録処理部１９と、変換テーブル１６とを備えている。
【００２４】
　伝送モード判定部２１は、乗り場操作盤１１の呼び釦５０や携帯可能な情報端末１２な
どから複数の行き先階釦２５の行き先階を設定するための行き先階設定命令を受信すると
、アドレス設定処理部４内の入力判定・アドレス抽出部２０と伝送制御部３内のデータ変
換部１５との通信を許可する。更に、伝送モード判定部２１は、行き先階設定命令を受信
すると、設定開始部１７に複数の行き先階釦２５の行き先階を設定するための行き先階設
定命令としての行き先階設定モード開始要求信号を送信する。
【００２５】
　設定開始部１７は、伝送モード判定部２１から行き先階設定モード開始要求信号を受信
すると、行き先階設定モードを実行するための信号を設定階床決定部１８に送信する。
【００２６】
　設定階床決定部１８は、設定開始部１７が行き先階設定モードを実行すると、即ち、設
定開始部１７から行き先階設定モードを実行するための信号を受信すると、乗りかご１０
３を複数の階床１１０に順に停止させて、停止した階床１１０で乗りかご１０３の開閉ド
ア１１３を戸開させるものである。設定階床決定部１８は、データ入出力制御部２を介し
て設計情報格納部６を参照することが可能である。設定階床決定部１８は、データ入出力
制御部２を介して駆動制御部５に、乗りかご１０３を移動させるため及び開閉ドア１１３
を戸開させるための制御信号を出力することが可能である。設定階床決定部１８は、乗り
かご１０３を複数の階床１１０に順に停止させて、停止した階床１１０で乗りかご１０３
の開閉ドア１１３を戸開させた際に、設計情報格納部６を参照して、変換テーブル１６内
の停止中の階床１１０のメモリアドレス１６ａを取得する。設定階床決定部１８は、取得
した変換テーブル１６内の停止中の階床１１０のメモリアドレス１６ａを登録先として指
定する。なお、乗りかご１０３を複数の階床１１０に停止させる順番は、任意に決定し、
設定装置１００に予め記憶しておけば良い。第１の実施形態では、設定階床決定部１８は
、乗りかご１０３を最上階の階床１１０から順に下の階床１１０に停止させる。
【００２７】
　登録処理部１９は、乗りかご１０３の各階床１１０での停止中に、複数の行き先階釦２
５のうち押下された一つの行き先階釦２５を、当該停止中の階床１１０を行き先階とする
釦として設定するものである。即ち、登録処理部１９は、乗りかご１０３の各階床１１０
での停止中に押下された一つの行き先階釦２５と、現在停止中の階床１１０とを１対１に
対応する釦として設定するものである。登録処理部１９は、乗りかご１０３の各階床１１
０での停止中に複数の行き先階釦２５のうち一つの行き先階釦２５が押下されると、この
押下された行き先階釦２５の入出力ポートアドレスを入力判定・アドレス抽出部２０から
受信する。登録処理部１９は、受信した行き先階釦２５の入出力ポートアドレスを、変換
テーブル１６内の設定階床決定部１８が指定した停止中の階床１１０のメモリアドレス１
６ａに登録する。
【００２８】
　変換テーブル１６は、かご操作盤１０の複数の行き先階釦２５と、行き先階である階床
１１０との１対１の対応を示すものである。即ち、変換テーブル１６は、図４に示すよう
に、かご操作盤１０の行き先階釦２５の入出力ポートアドレスと、各階床１１０のメモリ
アドレス１６ａとが１対１で対応している。また、変換テーブル１６において、メモリア
ドレス１６ａが、予め各階床１１０との関係が１対１で対応している。登録処理部１９は
、上記の処理によって、変換テーブル１６において、行き先階釦２５の入出力ポートアド
レスと、メモリアドレス１６ａとを対応付ける。図４に示す例では、横に並ぶ行き先階釦
２５の入出力ポートアドレスとメモリアドレス１６ａと階床１１０とが対応している。
【００２９】
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　次に、第１の実施形態に係る設定装置１００の行き先階設定モードの処理を図３に基い
て説明する。
【００３０】
　まず、伝送モード判定部２１は、乗り場操作盤１１の呼び釦５０や携帯可能な情報端末
１２などから複数の行き先階釦２５の行き先階を設定するための行き先階設定命令を、送
受信部７及びデータ変換部１５を介して受信したか否か即ち行き先階設定モードであるか
否かを判定する（ステップＳ１）。送受信部７及びデータ変換部１５を介して行き先階設
定命令を受信したと判定する（ステップＳ１：Ｙｅｓ）と、伝送モード判定部２１は、入
力判定・アドレス抽出部２０と伝送制御部３内のデータ変換部１５との通信を許可する。
更に、伝送モード判定部２１は、設定開始部１７に行き先階設定モード開始要求信号を送
信し、設定開始部１７は、行き先階設定モードを実行するための信号を設定階床決定部１
８に送信する。伝送モード判定部２１は、送受信部７及びデータ変換部１５を介して行き
先階設定命令を受信していないと判定する（ステップＳ１：Ｎｏ）とフローチャートを終
了する。
【００３１】
　伝送モード判定部２１が送受信部７及びデータ変換部１５を介して行き先階設定命令を
受信したと判定する（ステップＳ１：Ｙｅｓ）と、設定階床決定部１８は、データ入出力
制御部２を介して設計情報格納部６を参照して、行き先階設定開始階である最上階の階床
１１０の情報を取得する。設定階床決定部１８は、乗りかご１０３を行き先階設定開始階
である最上階の階床１１０まで上昇させて、乗りかご１０３を最上階の階床１１０に停止
させた後、開閉ドア１１３を戸開させるための制御信号を、データ入出力制御部２を介し
て駆動制御部５に送信する（ステップＳ２）。すると、乗りかご１０３が最上階の階床１
１０で停止して、開閉ドア１１３が戸開する。すると、情報端末１２を携帯した作業員は
、乗りかご１０３内に乗り込む。
【００３２】
　設定階床決定部１８は、乗りかご１０３の移動を完了し、戸開完了後、設計情報格納部
６を参照して乗りかご１０３が停止している階床１１０の情報を取得する。設定階床決定
部１８は、変換テーブル１６内の乗りかご１０３が停止している階床１１０のメモリアド
レス１６ａを登録先として指定する（ステップＳ３）。登録処理部１９は、乗りかご１０
３の階床１１０での停止中に、一つの行き先階釦２５が押下されているか否かを判定する
（ステップＳ４）。登録処理部１９は、一つの行き先階釦２５が押下されたと判定するま
でステップＳ４を繰り返し、一つの行き先階釦２５が押下されたと判定する（ステップＳ
４：Ｙｅｓ）と、入力判定・アドレス抽出部２０から押下された行き先階釦２５の入出力
ポートアドレスを受信する。登録処理部１９は、変換テーブル１６内の乗りかご１０３の
停止中の階床１１０のメモリアドレス１６ａに受信した入出力ポートアドレスを登録する
。即ち、登録処理部１９は、押下された行き先階釦２５からの入力信号である入出力ポー
トアドレスを、現停止階床の呼び釦入力信号として、設定階床決定部１８が指定したメモ
リアドレス１６ａに登録する。なお、上記の事柄を以下、アドレス設定と呼称する（ステ
ップＳ５）。
【００３３】
　次に、設定開始部１７は、乗りかご１０３の停止中の階床１１０におけるアドレス設定
が完了したことを示す戸閉釦２７が押下されたことを示す釦オン信号が伝送モード判定部
２１を介して受信したか否かを判定する（ステップＳ６）。設定開始部１７は、戸閉釦２
７が押下されたことを示す釦オン信号が伝送モード判定部２１を介して受信していないと
判定する（ステップＳ６：Ｎｏ）と、ステップＳ４に戻る。設定開始部１７は、戸閉釦２
７が押下されたことを示す釦オン信号が伝送モード判定部２１を介して受信したと判定す
る（ステップＳ６：Ｙｅｓ）と、全ての階床１１０のアドレス設定が完了したか否かを判
定する（ステップＳ７）。設定開始部１７は、全ての階床１１０のアドレス設定が完了し
ていないと判定する（ステップＳ７：Ｎｏ）と、設定階床決定部１８は、乗りかご１０３
を次の階床１１０（第１の実施形態では、一つ下の階床）まで降下させて、乗りかご１０
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３を一つ下の階床１１０に停止させた後、開閉ドア１１３を戸開させるための制御信号を
、データ入出力制御部２を介して駆動制御部５に送信（ステップＳ８）して、ステップＳ
３に戻り、ステップＳ３～ステップＳ８を繰り返し行う。設定開始部１７は、全ての階床
１１０のアドレス設定が完了していると判定する（ステップＳ７：Ｙｅｓ）と、アドレス
設定指令停止信号をデータ入出力制御部２を介して伝送制御部３へ送信し、行き先階設定
モードを終了する（ステップＳ９）。
【００３４】
　次に、ステップＳ５で行われる変換テーブル１６の設定時の処理を図５に基いて説明す
る。まず、入力判定・アドレス抽出部２０は、データ変換部１５を介して一つの行き先階
釦２５が押下されたことを示す釦オン信号を受信する。そして、入力判定・アドレス抽出
部２０は、釦オン信号から押下された行き先階釦２５の入出力ポートアドレスを抽出する
（ステップＳ１０）。
【００３５】
　その後、登録処理部１９は、抽出した入出力ポートアドレスを、変換テーブル１６の乗
りかご１０３の停止中の階床１１０のメモリアドレス１６ａに登録する。また、このとき
、登録処理部１９は、釦点灯・消灯制御部１４へ入出力ポートアドレスの送信元である押
下された行き先階釦２５を点灯させるよう要求を送信し、釦点灯・消灯制御部１４からか
ご制御装置９へ点灯制御信号を送信し、登録済みの行き先階釦２５を点灯する（ステップ
Ｓ１１）。
【００３６】
　次に、設定装置１００の通常運転モードの処理を図６に基いて説明する。伝送制御部３
の通常伝送処理部１３は、データ変換部１５を介して、釦オン信号を受信すると、押下さ
れた行き先階釦２５の入出力ポートアドレスを抽出する（ステップＳ１２）。通常伝達処
理部１３は、変換テーブル１６を参照し、入力された入出力ポートアドレスと同じアドレ
スが登録されているメモリアドレス１６ａを抽出して、どの階床１１０に対応した行き先
階釦２５が押下されたことを示す釦オン信号を受信したのかを判定する（ステップＳ１３
）。通常伝送処理部１３は、ステップＳｌ３にて判定された階床１１０まで昇降すること
などを示す制御信号を、データ入出力制御部２を介して駆動制御部５へ送信する（ステッ
プＳ１４）。
【００３７】
　第１の実施形態に係る設定装置１００によれば、設定開始部１７が行き先階設定モード
を実行すると、乗りかご１０３を階床１１０に順に停止させて停止させた階床１１０で開
閉ドア１１３を戸開させる設定階床決定部１８と、各階床１１０での停止中に押下された
行き先階釦２５の入出力ポートアドレスを停止中の階床１１０のメモリアドレス１６ａに
登録する登録処理部１９を備えている。このために、エレベータ１０１の昇降路などへの
据付時に、行き先階設定モードを実行することで、かご操作盤１０の行き先階釦２５と階
床１１０との対応関係を設定することができる。このとき、現在停止中の行き先階を乗り
かご１０３の停止階により認識させることができるので、設定ミスを抑制することができ
る。
【００３８】
［第２の実施形態］
　本発明の第２の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置を図面に基いて説明す
る。図７は、第２の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の構成を示すブロッ
ク図、図８は、第２の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階設定モ
ードにより設定される変換テーブルの一例を示す説明図、図９は、第２の実施形態に係る
エレベータのかご操作盤設定装置の行き先階設定モードの一例を示すフローチャートであ
る。なお、図７～図９において、第１の実施形態と同一部分には、同一符号を付して説明
を省略する。
【００３９】
　第２の実施形態では、乗りかご１０３内には、図７に示すように、かご操作盤１０、か
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ご制御装置９がそれぞれ複数設けられている。更に、乗りかご１０３内には、開閉ドア１
１３が複数設けられている。第２の実施形態の変換テーブル１６では、図８に示すように
、各かご制御装置９毎に、行き先階釦２５の入出力ポートアドレスと、各階床１１０のメ
モリアドレス１６ａとが１対１で対応して設けられている。
【００４０】
　また、第２の実施形態では、主制御装置１のアドレス設定処理部４の設定階床決定部１
８は、乗りかご１０３を少なくとも一の階床１１０に停止させると、乗りかご１０３の複
数の開閉ドア１１３を、前の開閉ドア１１３に対応した戸閉釦２７を押下して当該前の開
閉ドア１１３を戸閉させた後に、順に戸開させる。
【００４１】
　第２の実施形態では、主制御装置１のアドレス設定処理部４は、図７に示すように、更
に、戸方向判定部２８と、戸方向用アドレス切替え処理部２９とを備えている。戸方向判
定部２８は、設定階床決定部１８が駆動制御部５に送信した開閉ドア１１３を戸開させる
ための制御信号を参照して、停止中の乗りかご１０３の戸開した開閉ドア１１３を特定す
るものである。戸方向用アドレス切替え処理部２９は、登録処理部１９が押下された行き
先階釦２５の入出力ポートアドレスを受信すると、戸方向判定部２８が特定した開閉ドア
１１３の情報に基いて、変換テーブル１６において、登録処理部１９が受信した入出力ポ
ートアドレスの格納先となるかご制御装置９を指定するものである。戸方向用アドレス切
替え処理部２９は、戸方向判定部２８が特定した開閉ドア１１３に対応したかご制御装置
９の階床１１０のメモリアドレス１６ａを指定する。
【００４２】
　第２の実施形態では、登録処理部１９は、乗りかご１０３の停止中で開閉ドア１１３が
戸開した状態で、行き先階釦２５が押下されると、この押下された行き先階釦２５の入出
力ポートアドレスを、戸方向用アドレス切替え処理部２９が指定したメモリアドレス１６
ａに登録する。こうすることで、登録処理部１９は、各階床１１０での停止中に押下され
た行き先階釦２５を、停止中の階床１１０を行き先階とし、戸開中の開閉ドア１１３側に
対応する釦として設定する。
【００４３】
　次に、第２の実施形態に係る設定装置１００の行き先階設定モードの処理を図９に基い
て説明する。設定開始部１７が、戸閉釦２７が押下されたことを示す釦オン信号が伝送モ
ード判定部２１を介して受信したと判定する（ステップＳ６：Ｙｅｓ）と、設定階床決定
部１８がデータ入出力制御部２を介して設計情報格納部６を参照して、乗りかご１０３が
停止している階床１１０に複数の乗場方向が存在するか否かを判定する（ステップＳＴ１
５）。設定階床決定部１８が、乗りかご１０３が停止している階床１１０に複数方向に乗
場が存在していないと判定する（ステップＳＴ１５：Ｎｏ）と、ステップＳ７に進む。
【００４４】
　設定階床決定部１８が、乗りかご１０３が停止している階床１１０に複数方向に乗場が
存在していると判定する（ステップＳＴ１５：Ｙｅｓ）と、設定階床決定部１８が、デー
タ入出力制御部２を介して駆動制御部５に次の開閉ドア１１３を戸開させるための制御信
号を送信し、次の開閉ドア１１３が戸開する。そして、戸方向判定部２８は、設定階床決
定部１８が駆動制御部５に送信した制御信号を参照して、開閉ドア１１３を特定してステ
ップＳ４に戻る。そして、登録処理部１９が押下された行き先階釦２５の入出力ポートア
ドレスを受信する（ステップＳ４：Ｙｅｓ）と、戸方向用アドレス切替え処理部２９は、
戸方向判定部２８が特定した開閉ドア１１３の情報に基いて、変換テーブル１６のうち登
録処理部１９が受信した入出力ポートアドレスの格納先となるかご制御装置９の停止中の
階床１１０のメモリアドレス１６ａを指定する。登録処理部１９は、戸方向用アドレス切
替え処理部２９に指定された領域に受信した入出力ポートアドレスを登録する。
【００４５】
　第２の実施形態に係る設定装置１００によれば、登録処理部１９が乗りかご１０３の停
止中に押下された行き先階釦２５の入出力ポートアドレスを、戸方向判定部２８が特定し
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た開閉ドア１１３に対応したメモリアドレス１６ａに登録する。このために、乗りかご１
０３に複数の開閉ドア１１３やかご制御盤１０が設けられていても、戸開した開閉ドア毎
に行き先階釦２５のアドレス設定を行うことができる。このとき、いずれの開閉ドア１１
３が戸開しているかによって、どの行き先階釦２５の設定を行っているかを認識させるこ
とができる。
【００４６】
［第３の実施形態］
　本発明の第３の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置を図面に基いて説明す
る。図１０は、第３の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階設定モ
ードにより設定される変換テーブルの一例を示す説明図、図１１は、第３の実施形態に係
るエレベータのかご操作盤設定装置の構成を示すブロック図、図１２は、第３の実施形態
に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階設定モードの要部を示すフローチャー
トである。図１３は、第３の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階
設定モードにより設定される変換テーブルの他の例を示す説明図である。なお、図１０～
図１３において、第１の実施形態及び第２の実施形態と同一部分には、同一符号を付して
説明を省略する。
【００４７】
　第３の実施形態では、乗りかご１０３内に設けられたかご操作盤１０には、図１１に示
すように、車いす用行き先階釦やその他特殊な用途の行き先階釦６０が設けられている。
このように、第３の実施形態では、かご操作盤１０には、同一の階床１１０を行き先階と
する一以上の行き先階釦２５，６０が設けられている。
【００４８】
　第３の実施形態の変換テーブル１６では、図１０に示すように、行き先階釦２５の用途
毎に、行き先階釦２５の入出力ポートアドレスと、各階床１１０のメモリアドレス１６ａ
とが１対１で対応して設けられている。
【００４９】
　また、第３の実施形態では、主制御装置１のアドレス設定処理部４は、図１１に示すよ
うに、更に、特殊呼び釦登録判定部３０と、特殊行き先階釦用アドレス切替え処理部３１
とを備えている。
【００５０】
　特殊呼び釦登録判定部３０は、乗りかご１０３の各階床１１０での停止中に複数の行き
先階釦２５のうち一つの行き先階釦２５が押下されると、この押下された行き先階釦２５
の入出力ポートアドレスを入力判定・アドレス抽出部２０から受信する。特殊呼び釦登録
判定部３０は、入力判定・アドレス抽出部２０から受信した釦オン信号の態様から押下さ
れた行き先階釦２５の用途を判定する。なお、釦オン信号即ち行き先階釦２５の押下操作
の態様と、行き先階釦２５の用途との関係は、予め定められている。特殊呼び釦登録判定
部３０は、押下された行き先階釦２５の入出力ポートアドレス及び判定結果を登録処理部
１９及び特殊行き先階釦用アドレス切替え処理部３１に送信する。
【００５１】
　特殊行き先階釦用アドレス切替え処理部３１は、特殊呼び釦登録判定部３０が判定した
結果をもとに、変換テーブル１６のうち登録処理部１９が受信した入出力ポートアドレス
の格納先となる行き先階釦２５，６０の用途を指定するものである。特殊行き先階釦用ア
ドレス切替え処理部３１は、特殊呼び釦登録判定部３０が判定した用途の階床１１０のメ
モリアドレス１６ａを指定する。
【００５２】
　第３の実施形態では、登録処理部１９は、各階床１１０での停止中でかつ開閉ドア１１
３の戸開中に異なる態様で押下された一以上の行き先階釦６０を、異なる態様毎に区別し
て停止中の階床１１０を行き先階とする釦として設定する。登録処理部１９は、乗りかご
１０３の停止中で開閉ドア１１３が戸開した状態で、行き先階釦６０が押下されると、こ
の押下された行き先階釦２５の入出力ポートアドレスを、特殊行き先階釦用アドレス切替
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え処理部３１が指定したメモリアドレス１６ａに登録する。
【００５３】
　次に、第３の実施形態に係る設定装置１００の行き先階設定モードの要部の処理を図１
２に基いて説明する。なお、図１２に示されたフローチャートは、図３に示されたフロー
チャートのステップＳ５で行われる変換テーブル１６の設定時の処理を示すものである。
【００５４】
　戸開した乗りかご１０３の停止中に、例えば、数秒間に２回連続で押下するなどの通常
の行き先階釦２５と異なる態様で押下された行き先階釦６０の入出力ポートアドレスを、
特殊呼び釦登録判定部３０が入力判定・アドレス抽出部２０から受信したか否かを判定す
る。これにより特殊かご呼び用入力であるか否かを判定する（ステップＳ１７）。特殊呼
び釦登録判定部３０が入力判定・アドレス抽出部２０から受信したと判定する（ステップ
Ｓ１７：Ｙｅｓ）と、特殊呼び釦登録判定部３０は、入力判定・アドレス抽出部２０から
受信した釦オン信号から押下された行き先階釦２５，６０の用途を態様に応じて判定し、
判定結果を登録処理部１９及び特殊行き先階釦用アドレス切替え処理部３１に送信する。
特殊行き先階釦用アドレス切替え処理部３１は、特殊呼び釦登録判定部３０が判定した用
途の階床１１０のメモリアドレス１６ａを指定する、即ち、特殊行き先階釦用アドレス切
替え処理部３１は、行き先階設定先を特殊呼び用メモリ領域に変更する（ステップＳ１８
）。特殊呼び釦登録判定部３０が入力判定・アドレス抽出部２０から受信していないと判
定した場合（ステップＳ１７：Ｎｏ）及び、ステップＳ１８の後は、ステップＳ１０に進
む。
【００５５】
　第３の実施形態に係る設定装置１００によれば、登録処理部１９が乗りかご１０３の停
止中に異なる態様で押下された行き先階釦２５の入出力ポートアドレスを、特殊呼び釦登
録判定部３０が判定した用途の階床１１０のメモリアドレス１６ａに異なる態様毎に区別
して登録する。このために、一以上の行き先階釦２５，６０を同一階床１１０に対応する
釦として、用途毎に区別して設定することができる。
【００５６】
　なお、第３の実施形態では、数秒間に２回連続で押下する以外にも、その他にも複数の
行き先階釦２５の同時押しや、戸開釦２６を複数回押下したあとに行き先階釦２５を押下
するなど、通常の行き先階釦２５と特殊な用途の行き先階釦６０を判別するために種々の
方法を用いても良い。また、第３の実施形態では、乗りかご１０３内には、かご操作盤１
０、かご制御装置９及び開閉ドア１１３を複数設けても良い。第３の実施形態の変換テー
ブル１６は、第２の実施形態と同様に、図１３に示すように、各かご制御装置９毎に、行
き先階釦２５の入出力ポートアドレスと、各階床１１０のメモリアドレス１６ａとが１対
１で対応して用途毎に区別して設けられても良い。
【００５７】
［第４の実施形態］
　本発明の第４の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置を図面に基いて説明す
る。図１４は、第４の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の構成を示すブロ
ック図、図１５は、第４の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階設
定モードの一例を示すフローチャート、図１６は、第４の実施形態に係るエレベータのか
ご操作盤設定装置の行き先階設定モードの競合時処理の一例を示すフローチャート、図１
７は、第４の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階設定モードの競
合時処理の動作の一例を示す図、図１８は、第４の実施形態に係るエレベータのかご操作
盤設定装置の行き先階設定モードの競合時処理の動作の他の例を示す図、図１９は、第４
の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階設定モードの競合時処理の
動作の更に他の例を示す図である。なお、図１４～図１９において、第１の実施形態～第
３の実施形態と同一部分には、同一符号を付して説明を省略する。
【００５８】
　第４の実施形態では、設定装置１００は、各階床１１０での停止中に一の行き先階釦２
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５が押下された際即ちアドレス設定時に、他の行き先階釦２５が当該停止中の階床１１０
を行き先階とする釦として登録処理部１９により既に設定されていると、既に設定されて
いる他の行き先階釦２５の設定を解除（消去）する。第４の実施形態に係る設定装置１０
０は、各階床１１０での停止中に押下された行き先階釦２５が、他の階床１１０を行き先
階とする釦として既に登録処理部１９により設定されていると、既に設定されている他の
階床１１０の設定を解除（消去）する。このように、第４の実施形態に係る設定装置１０
０は、行き先階釦２５などの競合時処理を行う。
【００５９】
　第４の実施形態では、設定装置１００の主制御装置１のアドレス設定処理部４は、図１
４に示すように、更に、アドレス設定状況確認・変更部３２を備えている。アドレス設定
状況確認・変更部３２は、変換テーブル１６の設定状況を確露し、登録処理部１９から変
換テーブル１６に入力された入出力ポートアドレスがすでに登録済みであるアドレス設定
情報の消去を行うものである。
【００６０】
　次に、第４の実施形態に係る設定装置１００の行き先階設定モードの処理を図１５及び
図１６に基いて説明する。なお、図１６に示されたフローチャートは、図１５に示された
フローチャートのステップＳ１９で行われる競合時処理の処理を示すものである。第４の
実施形態では、図１５に示すように、第１の実施形態のフローチャートのステップＳ４と
ステップＳ５との間にアドレス設定情報競合時処理（ステップＳ１９）を加えている。
【００６１】
　アドレス設定情報競合時処理（ステップＳ１９）では、まず、乗りかご１０３の階床１
１０での停止中に、一の行き先階釦２５が押下されると、登録処理部１９が、一の行き先
階釦２５の入出力ポートアドレスを変換テーブル１６の乗りかご１０３の当該停止中の階
床１１０のメモリアドレス１６ａに登録しようとする。このとき、変換テーブル１６の乗
りかご１０３の当該停止中の階床１１０のメモリアドレス１６ａに、既に他の行き先階釦
２５の入出力ポートアドレスが登録されているか否かを、アドレス設定状況確認・変更部
３２が判定する（ステップＳ２０）。
【００６２】
　既に他の行き先階釦２５の入出力ポートアドレスが登録されていると判定する（ステッ
プＳ２０：Ｙｅｓ）と、アドレス設定状況確認・変更部３２は、変換テーブル１６の乗り
かご１０３の当該停止中の階床１１０のメモリアドレス１６ａの行き先階釦２５の入出力
ポートアドレスの登録を解除（消去）する（ステップＳ２１）。そして、登録処理部１９
が実行した入出カポートアドレスの登録消去動作を受け、アドレス設定状況確認・変更部
３２の指令により、釦点灯・消灯制御部１４は登録済みの行き先階釦２５の消灯制御信号
をかご制御装置９へ送信し、登録済みの行き先階釦２５を消灯させる（ステップＳ２２）
。
【００６３】
　そして、登録処理部１９が、乗りかご１０３の階床１１０での停止中に押下された一の
行き先階釦２５の入出力ポートアドレスを、変換テーブル１６の乗りかご１０３の当該停
止中の階床１１０のメモリアドレス１６ａに登録する（ステップＳ２３）。登録処理部１
９の入出力ポートアドレスの登録動作を受け、アドレス設定状況確認・変更部３２の指令
により釦点灯・消灯制御部１４は、一の行き先階釦２５の点灯制御信号をかご制御装置９
へ送信し、登録された一の行き先階釦２５を点灯させる（ステップＳ２４）。
【００６４】
　例えば、図１７（ａ）の変換テーブル１６のメモリアドレスＸＸ０１ｈに入出力ポート
アドレスＡＤ０が登録されている際に、アドレス設定状況確認・変更部３２は、他の行き
先階釦２５ａの入出力ポートアドレスが登録されていると判定する。このとき、当該他の
行き先階釦２５ａが、図１７（ａ）に示すように、点灯している。そして、アドレス設定
状況確認・変更部３２は、メモリアドレスＸＸ０１ｈの他の行き先階釦２５ａの入出力ポ
ートアドレスの登録を消去させ、当該他の行き先階釦２５ａを消灯させる。登録処理部１
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９は、図１７（ｂ）に示すように、一の行き先階釦２５ｂの入出力ポートアドレスＡＤ１
をメモリアドレスＸＸ０１ｈに登録する。アドレス設定状況確認・変更部３２の指令によ
り釦点灯・消灯制御部１４は、一の行き先階釦２５ｂを点灯させる。
【００６５】
　既に他の行き先階釦２５の入出力ポートアドレスが登録されていないと判定する（ステ
ップＳ２０：Ｎｏ）と、アドレス設定状況確認・変更部３２は、一の行き先階釦２５の入
出力ポートアドレスが、既に変換テーブル１６に登録されているか否かを判定する（ステ
ップＳ２５）。
【００６６】
　アドレス設定状況確認・変更部３２が一の行き先階釦２５の入出力ポートアドレスが既
に変換テーブル１６に登録されていると判定する（ステップＳ２５：Ｙｅｓ）と、登録処
理部１９は、変換テーブル１６の登録済みの一の行き先階釦２５の入出力ポートアドレス
を解除（消去）する（ステップＳ２６）。登録処理部１９の入出力ポートアドレスの登録
消去動作をうけ、アドレス設定状況確認・変更部３２の指令により、釦点灯・消灯制御部
１４は、一の行き先階釦２５の消灯制御信号をかご制御装置９へ送信し、一の行き先階釦
２５を消灯させる（ステップＳ２７）。
【００６７】
　例えば、アドレス設定状況確認・変更部３２は、一の行き先階釦２５ｂの入出力ポート
アドレスＡＤ１が、図１８（ａ）に示すように、既に変換テーブル１６に登録されている
と判定する。すると、登録処理部１９は、図１８（ｂ）に示すように、変換テーブル１６
に既に登録された一の行き先階釦２５ｂの入出力ポートアドレスＡＤ１を消去する。その
後、アドレス設定状況確認・変更部３２の指令により、図１８（ｂ）に示すように、一の
行き先階釦２５ｂが消灯される。
【００６８】
　アドレス設定状況確認・変更部３２は、一の行き先階釦２５の入出力ポートアドレスが
変換テーブル１６に登録されていないと判定する（ステップＳ２５：Ｎｏ）と、登録処理
部１９は、押下された一の行き先階釦２５の入出力ボートアドレスを変換テーブル１６に
登録する（ステップＳ２８）。登録処理部１９による入出力ポートアドレスの登録動作を
受けて、釦点灯・消灯制御部１４は、一の行き先階釦２５の点灯制御信号をかご制御装置
９へ送信し、押下された一の行き先階釦２５を点灯させる（ステップＳ２９）。
【００６９】
　例えば、アドレス設定状況確認・変更部３２は、一の行き先階釦２５の入出力ポートア
ドレスＡＤ１が、図１９（ａ）に示すように、変換テーブル１６に登録されていないと判
定する。すると、登録処理部１９は、図１９（ｂ）に示すように、変換テーブル１６のメ
モリアドレスＸＸ０１ｈに対応する領域に一の行き先階釦２５ｂの入出力ポートアドレス
ＡＤ１を登録する。その後、アドレス設定状況確認・変更部３２の指令により、図１９（
ｂ）に示すように、一の行き先階釦２５ｂが点灯される。なお、図１７～図１９において
、点灯している行き先階釦２５を黒丸で示し、消灯している行き先階釦２５を白丸で示し
ている。
【００７０】
　第４の実施形態に係る設定装置１００によれば、行き先階釦２５などの競合時処理を行
うので、誤ってアドレス設定を行っても、正規のアドレス設定に修正することができる。
よって、正確にアドレス設定を行うことができる。
【００７１】
［第５の実施形態］
　本発明の第５の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置を図面に基いて説明す
る。図２０は、第５の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の構成を示すブロ
ック図、図２１は、第５の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階設
定モードの一例を示すフローチャートである。なお、図２０及び図２１において、第１の
実施形態～第４の実施形態と同一部分には、同一符号を付して説明を省略する。
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【００７２】
　第５の実施形態に係る設定装置１００のアドレス設定処理部４は、図２０に示すように
、更に、アドレス設定状況確認・変更部３２（中断処理部に相当）と、アドレス設定中断
処理判定部３３（中断処理部に相当）を備えている。アドレス設定状況確認・変更部３２
は、入力判定・アドレス抽出部２０を介してかご操作盤１０から行き先階設定モードを中
断するためのアドレス設定中断信号を受信すると、アドレス設定が完了しているメモリア
ドレス１６ａを変換テーブル１６より抽出する。アドレス設定状況確認・変更部３２は、
登録処理部１９を介して釦点灯・消灯制御部１４に抽出したメモリアドレス１６ａに対応
した行き先階釦２５の点灯制御信号を送信させるものである。アドレス設定中断処理判定
部３３は、入力判定・アドレス抽出部２０を介してかご操作盤１０からアドレス設定中断
信号を受信すると、設定開始部１７へアドレス設定終了信号を送信して、行き先階設定モ
ードを中断するものである。
【００７３】
　次に、第５の実施形態に係る設定装置１００の行き先階設定モードの処理を図２１に基
いて説明する。第５の実施形態では、図２１に示すように、登録処理部１９は、ステップ
Ｓ３の後に、かご操作盤１０から戸開釦２６を数秒間押下し続けるなどの特殊な操作の行
き先階釦２５の行き先階の設定を中断する行き先階設定中断命令を受信したか否かを判定
する（ステップＳ３０）。登録処理部１９は、行き先階設定中断命令を受信していないと
判定する（ステップＳ３０：Ｎｏ）と、ステップＳ４に進む。
【００７４】
　登録処理部１９が行き先階設定中断命令を受信したと判定する（ステップＳ３０：Ｙｅ
ｓ）と、アドレス設定状況確認・変更部３２は、変換テーブル１６を参照し、その結果か
らアドレス設定されている行き先階釦２５を抽出する。そして、アドレス設定状況確認・
変更部３２は、アドレス設定されている行き先階釦２５の点灯制御信号を釦点灯・消灯制
御部１４からかご制御装置９へ送信する。アドレス対応付け即ちアドレス設定が完了して
いる行き先釦２５を点灯させる（ステップＳ３１）。
【００７５】
　そして、アドレス設定状況確認・変更部３２は、戸閉釦２６が押下されるなどのアドレ
ス設定作業中断処理終了命令を受信すると、釦点灯・消灯制御部２７から全ての行き先階
釦２５の消灯制御信号をかご制御装置９へ送信する。全ての行き先釦２５が消灯される。
そして、アドレス設定中断処理判定部３３は、設定開始部１７へアドレス設定終了信号を
送信する（ステップＳ３２）。
【００７６】
　第５の実施形態によれば、任意のタイミングでアドレス設定を中断することが可能とな
るので、アドレス設定を柔軟に行うことができる。
【００７７】
［第６の実施形態］
　本発明の第６の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置を図面に基いて説明す
る。図２２は、第６の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の構成を示すブロ
ック図、図２３は、第６の実施形態に係るエレベータのかご操作盤設定装置の行き先階設
定モードの一例を示すフローチャート、図２４は、第６の実施形態に係るエレベータのか
ご操作盤設定装置の行き先階設定モードのアドレス再設定処理を示すフローチャートであ
る。なお、図２２～図２４において、第１の実施形態～第５の実施形態と同一部分には、
同一符号を付して説明を省略する。
【００７８】
　第６の実施形態に係る設定装置１００の主制御装置１のアドレス設定処理部４は、アド
レス設定作業の中断後、あるいは完了確認時にアドレス設定を再開することが可能なもの
である。第６の実施形態に係る主制御装置１は、設定開始部１７が行き先階設定モードを
実行した際に一以上の行き先階釦２５の行き先階が既に設定されていると、設定階床決定
部１８が、乗りかご１０３を複数の階床１１０のうち行き先階が未設定の階床１１０に順
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に停止させて、乗りかご１０３の開閉ドア１１３を順に戸開させる。そして、登録処理部
１９が各階床１１０での停止中に押下された行き先階釦２５を、当該停止中の階床１１０
を行き先階とする釦として設定する。主制御装置１は、その後に、再設定命令を受信する
と、全ての行き先階釦２５の行き先階の設定を解除（消去）するものである。
【００７９】
　第６の実施形態に係る設定装置１００の主制御装置１のアドレス設定処理部４は、図２
２に示すように、更に、アドレス設定状況確認・変更部３２と、アドレス設定中断処理判
定部３３と、アドレス再設定判定部３４を備えている。アドレス設定状況確認・変更部３
２は、入力判定・アドレス抽出部２０を介してかご制御装置９から入力されるアドレス設
定再開、あるいは、全アドレス設定完了を知らせる信号を受信すると、アドレス設定が完
了している行き先階釦２５の入出力ポートアドレスを変換テーブル１６より抽出する。ア
ドレス設定状況確認・変更部３２は、抽出した入出力ポートアドレスに対応した行き先階
釦２５を点灯させる点灯制御信号を釦点灯・消灯制御部１４からかご制御装置９に送信さ
せる。
【００８０】
　アドレス再設定判定部３４は、入力判定・アドレス抽出部２０を介してかご制御装置９
から入力されるアドレス再設定信号を受信すると、設定階床決定部１８へアドレス設定再
開時に全ての階床１１０でアドレス設定を行うよう指令を送信する。アドレス再設定判定
部３４は、アドレス未設定階設定信号を受信すると、設定階床決定部１８に変換テーブル
１６のアドレス設定状況を確認して、アドレス設定されていないメモリアドレス１６ａに
対応した階床１１０のアドレス設定を行うよう指令を送信する。
【００８１】
　次に、第６の実施形態に係る設定装置１００の行き先階設定モードの処理を図２３及び
図２４に基いて説明する。なお、図２４に示されたフローチャートは、図２３に示された
フローチャートのステップＳ３５で行われるアドレス再設定処理を示すものである。
【００８２】
　第６の実施形態では、図２３に示すように、行き先階設定モード開始時に、最上階に乗
りかご１０３を移動させる（ステップＳ２）。その後に、アドレス設定状況確認・変更部
３２が、一以上の行き先階釦２５の入出力ポートアドレスが既に登録されているか否かを
変換テーブル１６を参照して判定する（ステップＳ３３）。アドレス設定状況確認・変更
部３２が、既に登録されていないと判定する（ステップＳ３３：Ｎｏ）と、ステップＳ３
に進む。アドレス設定状況確認・変更部３２が、既に登録されていると判定する（ステッ
プＳ３３：Ｙｅｓ）と、釦点灯・消灯制御部１４は、変換テーブル１６に登録されている
入出力ポートアドレスの行き先階釦２５の点灯制御信号をかご制御装置９へ送信する（ス
テップＳ３４）。その後、アドレス再設定処理を実行（ステップＳ３５）してから、ステ
ップＳ３に進む。
【００８３】
　次に、ステップＳ３５のアドレス再設定処理について図２４に基いて説明する。釦点灯
・消灯制御部１４が点灯制御信号をかご制御装置９へ送信（ステップＳ３４）した後、設
定開始部１７がかご制御装置９から再設定命令を受信していない（ステップＳ３８：Ｎｏ
）ので、登録処理部１９は、点灯している行き先階釦２５が押下されたか否かを判定する
（ステップＳ４０）。登録処理部１９は、点灯している行き先階釦２５が押下されなかっ
たと判定する（ステップＳ４０：Ｎｏ）と、ステップＳ４２に進む。登録処理部１９は、
点灯している行き先階釦２５が押下されたと判定する（ステップＳ４０：Ｙｅｓ）と、登
録処理部１９は、押下された行き先階釦２５の入出力ポートアドレスを変換テーブル１６
から解除（消去）する。登録処理部１９は、釦点灯・消灯制御部１４から押下された行き
先階釦２５の消灯制御信号をかご制御装置９へ送信し、押下された行き先階釦２５を消灯
させる（ステップＳ４１）。
【００８４】
　登録処理部１９は、アドレス設定消去操作の完了信号即ち押下された行き先階釦２５が
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消灯したことを示す信号を、かご制御装置９より受信したか否かを判定する（ステップＳ
４２）。登録処理部１９は、受信していない即ちアドレス設定解除を完了していないと判
定する（ステップＳ４２：Ｎｏ）と、ステップＳ４０に戻り、受信した即ちアドレス設定
解除を完了したと判定する（ステップＳ４２：Ｙｅｓ）と、登録処理部１９は、点灯して
いる全ての行き先階釦２５の消灯制御信号を釦点灯・消灯制御部１４からかご制御装置９
へ送信し、点灯している全ての行き先階釦を消灯させる（ステップＳ４３）。
【００８５】
　登録処理部１９は、変換テーブル１６のメモリアドレス１６ａを参照することにより、
行き先階釦２５の未設定即ちアドレス未設定の階床１１０を抽出し、設定階床決定部１８
へ登録する（ステップＳ４４）。設定階床決定部１８へ登録された中でアドレス設定開始
階即ち最上階に最も近い階床１１０を最初のアドレス設定階床とする。設定階床決定部１
８は、データ入出力制御部２を介して乗りかご１０３を最初のアドレス設定階床に移動さ
せるための制御信号を駆動制御部５に送信する（ステップＳ４５）。以降は、ステップＳ
３から第１の実施形態と同様の処理を行う。なお、ステップＳ８では、設定階床決定部１
８の判断により、アドレス設定が完了している階床１１０でのアドレス設定作業を行わな
いよう制御しつつアドレス設定を実施する。ステップＳ７にて最後のアドレス設定が完了
した後、アドレス設定済みの行き先階釦２５を点灯制御する（ステップＳ３６）。
【００８６】
　ステップＳ３６後に、設定開始部１７は、かご制御装置９などから再設定命令を受信し
たか否かを判定する（ステップＳ３８）。受信していない即ち行き先階再設定操作が行わ
れていないと判定する（ステップＳ３８：Ｎｏ）とステップＳ９に進み、受信した即ち行
き先階再設定操作が行われたと判定する（ステップＳ３８：Ｙｅｓ）とステップＳ３５に
戻る。ステップＳ３８からステップＳ３５に戻った場合、設定開始部１７がかご制御装置
９から再設定命令を受信している（ステップＳ３８：Ｙｅｓ）ので、まず、登録処理部１
９は、点灯している全ての行き先階釦２５の消灯制御信号を釦点灯・消灯制御部２７から
かご制御装置９へ送信し、点灯している全ての行き先階釦２５を消灯させる（ステップＳ
４７）。
【００８７】
　次に、アドレス設定状況確認・変更部３２は、アドレス再設定の前処理として変換テー
ブル１６の全てのメモリアドレス１６ａに登録されている入出力ポートアドレスを解除（
消去）する（ステップＳ４８）。即ち、アドレス設定状況確認・変更部３２は、アドレス
設定を全てリセットする。そして、設計情報格納部６に記録されている乗りかご１０３が
停止している階床１１０の情報を、設定階床決定部１８へ記録する（ステップＳ４９）。
設定階床決定部１８は、駆動制御部５に乗りかご１０３を最上階に最も近い階床１１０へ
移動させる制御信号を駆動制御部５に送信する（ステップＳ４５）。
【００８８】
　第６の実施形態によれば、必要に応じてアドレス再設定方法を変更することができるの
で、柔軟な行き先階の設定作業が可能となる。
【００８９】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもので
ある。
【符号の説明】
【００９０】
　１　主制御装置
　１０　かご操作盤
　１７　設定開始部
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　１８　設定階床決定部
　１９　登録処理部
　２５　行き先階釦
　３２　アドレス設定状況確認・変更部（中断処理部）
　３３　アドレス設定中断処理部（中断処理部）
　６０　行き先階釦
　１００　かご操作盤設定装置
　１０１　エレベータ
　１０３　乗りかご
　１１０　階床
　１１３　開閉ドア

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】 【図２１】

【図２２】 【図２３】
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【図２４】

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月7日(2014.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エレベータの乗りかごの階床間の昇降動作を制御する主制御装置と、
　前記主制御装置に接続されかつ前記乗りかごに設けられたかご操作盤と、を備えたエレ
ベータのかご操作盤設定装置において、
　前記主制御装置は、
　前記かご操作盤の複数の行き先階釦の行き先階を設定するための行き先階設定命令を受
信すると行き先階設定モードを実行する設定開始部と、
　前記設定開始部が前記行き先階設定モードを実行すると、前記乗りかごを前記複数の階
床に順に停止させて前記乗りかごの開閉ドアを戸開させる設定階床決定部と、
　前記開閉ドアの戸開完了後、各階床での停止中に前記複数の行き先階釦のうちの押下さ
れた行き先階釦を、当該停止中の階床を行き先階とする釦として設定する登録処理部と、
　を備えるエレベータのかご操作盤設定装置であって、
　前記乗りかご内には、前記かご操作盤と前記開閉ドアが複数設けられ、かつ、
　前記乗りかご内に設けられた前記かご操作盤には、同一階床を前記行き先階とする一以
上の前記行き先階釦が設けられており、
　前記設定階床決定部は、前記乗りかごを少なくとも一の階床に停止させると前記乗りか
ごの複数の開閉ドアを順に戸開させ、
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　前記登録処理部は、
　各階床での停止中に前記押下された行き先階釦を、停止中の階床を行き先階とし、戸開
中の前記開閉ドア側に対応する釦として設定するとともに、
　各階床での停止中に異なる態様で押下された一以上の行き先階釦を、異なる態様毎に区
別して停止中の階床を行き先階とする釦として設定することを特徴とする、
　エレベータのかご操作盤設定装置。
【請求項２】
　前記主制御装置は、
　各階床での停止中に前記一の行き先階釦が押下された際に、他の行き先階釦が当該停止
中の階床を行き先階とする釦として前記登録処理部により既に設定されていると、既に設
定されている前記他の行き先階釦の設定を解除し、
　各階床での停止中に前記押下された行き先階釦が、他の階床を行き先階とする釦として
既に前記登録処理部により設定されていると、既に設定されている前記他の階床の設定を
解除する設定確認変更部を備えることを特徴とする、
　請求項１記載のエレベータのかご操作盤設定装置。
【請求項３】
　前記主制御装置は、
　前記かご操作盤から前記行き先階設定モードを中断する行き先階設定中断命令を受信す
ると行き先階設定モードを中断する中断処理部を備えることを特徴とする、
　請求項１又は請求項２に記載のエレベータのかご操作盤設定装置。
【請求項４】
　前記主制御装置は、
　前記設定開始部が前記行き先階設定モードを実行した際に、一以上の前記行き先階釦の
前記行き先階が既に設定されていると、前記設定階床決定部が、前記乗りかごを前記複数
の階床のうち未設定の階床に順に停止させて前記乗りかごの開閉ドアを戸開させ、前記登
録処理部が、各階床での停止中に前記複数の行き先階釦のうちの押下された行き先階釦を
、当該停止中の階床を行き先階とする釦として設定するとともに、
　再設定命令を受信すると、全ての行き先階釦の行き先階の設定を解除することを特徴と
する、
　請求項３記載のエレベータのかご操作盤設定装置。
【請求項５】
　前記設定階床決定部は、前記乗りかごを前記複数の階床に順に停止させて前記乗りかご
の開閉ドアを戸開させると、変換テーブル内の停止中の階床のメモリアドレスを登録先と
して指定し、
　前記登録処理部は、各階床での停止中に前記複数の行き先階釦のうちの押下された行き
先階釦の入出力ポートアドレスを、前記指定したメモリアドレスに登録する、
　請求項１から請求項４のうちいずれか一項に記載のエレベータのかご操作盤設定装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　実施形態のエレベータのかご操作盤設定装置は、エレベータの乗りかごの階床間の昇降
動作を制御する主制御装置と、主制御装置に接続されかつ乗りかごに設けられたかご操作
盤を備えている。主制御装置は、設定開始部と、設定階床決定部と、登録処理部とを備え
る。設定開始部は、行き先階設定命令を受信すると行き先階設定モードを実行する。設定
階床決定部は、設定開始部が行き先階設定モードを実行すると乗りかごを複数の階床に順
に停止させて、乗りかごの開閉ドアを戸開させる。登録処理部は、各階床での乗りかごの
停止中に複数の行き先階釦のうちの押下された行き先階釦を、停止中の階床を行き先階と
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する釦として設定する。乗りかご内には、かご操作盤と開閉ドアが複数設けられている。
乗りかご内に設けられたかご操作盤には、同一階床を行き先階とする一以上の行き先階釦
が設けられている。設定階床決定部は、乗りかごを少なくとも一の階床に停止させると乗
りかごの複数の開閉ドアを順に戸開させる。登録処理部は、各階床での停止中に前記押下
された行き先階釦を、停止中の階床を行き先階とし、戸開中の前記開閉ドア側に対応する
釦として設定する。登録処理部は、各階床での停止中に異なる態様で押下された一以上の
行き先階釦を、異なる態様毎に区別して停止中の階床を行き先階とする釦として設定する
。
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